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【
江
戸
川
・
書
記
・
中
村
安
彦

通
信
員
】
4
月
4
日
、
江
戸
川
支

部
会
館
に
お
い
て
第
70
回
江
戸
川

支
部
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
「
仲
間
の
要
求
に
寄
り
添

い
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
乗
り
こ
え
、

組
織
増
勢
を
勝
ち
取
り
、
建
設
産

業
民
主
化
運
動
を
前
進
さ
せ
、
働

く
仲
間
の
処
遇
改
善
を
要
求
し
、

暮
ら
し
と
生
活
を
守
ろ
う
」
を
メ

イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
討
議
が
な

さ
れ
、
全
体
で
1
2
3
人
（
来
賓

ふ
く
む
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
議
長
団
に
武
山
副
委

員
長
と
鎌
田
さ
ん（
小
岩
東
分
会
）

を
選
出
し
て
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
堀
川
昭
義
委
員
長
が
激

動
の
1
年
間
を
ふ
り
返
り
、
物
故

者
へ
の
黙
と
う
の
あ
と
、
年
間
実

増
へ
の
お
礼
を
述
べ
、
限
ら
れ
た

時
間
で
の
建
設
的
な
討
議
を
、
と

挨
拶
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
釜
谷

書
記
長
か
ら
の
基
調
報
告
で
は
、

特
に
12
年
ぶ
り
の
年
間
実
増
達
成

を
確
信
に
し
よ
う
と
報
告
が
あ

り
、
全
体
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
決
算
報
告
・
予
算
案
提
案

も
時
間
短
縮
で
簡
潔
に
行
な
わ

れ
、原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
は
代

議
員
全
員
の
理
解
が
得
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
採

択
と
、
新
執
行
部
を
選
出
し
、
執

行
委
員
長
に
は
遠
藤
喜
世
志
さ
ん

が
新
た
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
退
任
役
員
を
代
表
し
て

堀
川
昭
義
・
前
執
行
委
員
長
が
、

皆
さ
ん
の
組
合
運
動
の
奮
闘
へ
の

お
礼
を
述
べ
、
参
加
者
は
拍
手
で

そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
最

後
に
参
加
者
全
員
で
「
団
結
し
て

が
ん
ば
ろ
う
」
と
三
唱
し
大
会
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
遠
藤
喜
世
志
。
副
委
員
長
・
津

端
英
男
、
木
城
幸
二
、
髙
梨
俊

一
、
清
水
辰
夫
、
武
山
文
彦
。
書

記
長
・
釜
谷
邦
朗
。
書
記
次
長
・

中
村
安
彦
、
池
田
創
、
金
澤
勝

將
、
藤
井
文
理
。

【
町
田
・
書
記

・
赤
間
晋
務
通
信

員
】
4
月
11
日
、

町
田
市
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
第
56
回
町
田
支

部
定
期
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
本
部
来
賓

2
人
を
含
み
全
体

で
82
人
。

桑
名
大
会
副
実

行
委
員
長
の
発
声

で
始
ま
り
、冒
頭
、

尾
花
執
行
委
員
長

は
、
「
支
部
の
組

織
人
員
は
昨
年
1

月
の
2
7
7
0
人

か
ら
今
月
は
2
6

6
6
人
と
1
0
0

人
以
上
の
組
織
減
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
昨
年
の
反
省
を
ふ
ま

え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
守
り
、
マ
ス
ク

や
除
菌
な
ど
対
策
を
徹
底
し
て
そ

の
時
の
状
況
に
応
じ
た
運
動
を
展

開
し
て
い
き
、
早
期
に
2
7
0
0

人
支
部
回
復
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
力

強
い
あ
い
さ
つ
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。青

木
書
記
長
の
基
調
報
告
は
、

と
り
わ
け
分
会
が
進
め
て
い
く
運

動
に
つ
い
て
取
り
組
み
方
の
格
差

是
正
を
行
な
っ
て
い
く
と
し
、
ま

た
昨
年
度
に
続
き
支
部
の
ビ
ジ
ョ

ン
構
築
の
た
め
の
討
論
会
を
す
す

め
て
い
く
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
木
下
財
政
部
長
・
予
算
委

員
長
か
ら
の
報
告
・
提
案
と
と
も

に
大
会
議
案
は
全
体
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
尾
花
愼
司
。
副
委
員
長
・
黒
木

敬
士
、
二
階
堂
敦
、
志
村
和
美
。

書
記
長
・
青
木
伸
太
郎
。
書
記
次

長
・
澤
海
比
可
瑠
、
角
毅
征
。

町田の大会参加者が団結を固める

新たに選出された遠藤委員長

【
日
野
・
書
記
・
三
角
幸

太
郎
通
信
員
】
日
野
支
部
は

4
月
18
日
に
ホ
テ
ル
エ
ミ
シ

ア
東
京
立
川
に
て
第
47
回
支

部
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

支
部
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
建

設
産
業
民
主
化
と
社
会
保
障
拡

充
、
税
制
民
主
化
の
大
運
動
を
さ

ら
に
進
め
、
す
べ
て
の
組
合
員
参

加
で
、
『
で
き
る
と
き
に
、
で
き

る
こ
と
を
！
』
を
合
言
葉
に
、
安

定
的
な
組
織
現
勢
2
3
5
0
人
を

確
実
な
も
の
に
し
、
さ
ら
な
る
Ｖ

字
回
復
を
目
指
そ
う
」
と
し
、
方

針
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。
3
年

後
に
は
支
部
結
成
50
周
年
を
迎
え

ま
す
。
組
合
員
を
増
や
し
、
新
た

な
砦
の
新
支
部
会
館
の
展
望
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
参
加
で
き
る
運

動
の
構
築
な
ど
、
節
目
の
年
に
向

け
て
新
た
な
方
針
等
も
提
案
し
決

意
を
固
め
た
大
会
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
が
収
ま
ら
ず
、
今
年
の
大
会
も

短
時
間
で
人
数
を
絞
っ
て
（
参
加

者
数
23
人
）
の
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
髙
木
一
。
副
委
員
長
・
奈
良
晴

義
、
伊
東
靖
晃
。
書
記
長
・
西
村

滋
雄
。
書
記
次
長
・
島
津
竜
也
、

中
ひ
と
み
、
田
辺
真
樹
、
梅
沢
弘

樹
、
三
角
幸
太
郎
。

【
墨
田
・
書
記
・
三
上
竜
起
通

信
員
】
4
月
11
日
、
両
国
の
Ｋ
Ｆ

Ｃ
ホ
ー
ル
に
て
第
63
回
定
期
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
各
分
会
の
参
加
代
議

員
数
を
2
人
と
し
、
残
る
定
数
分

は
委
任
状
を
取
る
形
と
す
る
こ
と

で
会
場
で
の
密
集
を
避
け
、
ま
た

分
散
会
等
も
省
略
し
、
午
前
中
の

み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
ま
だ
ま

だ
終
息
の
見
通
し
が
立
ち
ま
せ

ん
。
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
な
ど
、
国
か
ら
の

発
令
に
逐
次
対
応
し
な
が
ら
の
苦

し
い
組
合
活
動
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
組
合
員
の
仕
事

と
暮
ら
し
を
守
り
、
仲
間
の
結
集

力
強
化
を
図
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る

方
法
を
模
索
し
な
が
ら
、
「
誰
ひ

と
り
取
り
残
さ
な
い
」
組
合
活
動

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

墨
田
支
部
は
今
年
度
、
小
島
前

委
員
長
か
ら
藤
川
前
副
執
行
委
員

長
に
委
員
長
が
替
わ
り
ま
し
た
。

藤
川
執
行
委
員
長
を
先
頭
に
要
求

実
現
の
た
め
に
奮
闘
し
て
い
き
ま

す
。新

4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
藤
川
善
清
。
副
委
員
長
・
浅
見

英
夫
、
福
井
寿
英
、
林
幸
樹
。
書

記
長
・
出
雲
洋
行
。
書
記
次
長
・

鈴
木
和
幸
、
長
妻
伸
治
。

髙木新委員長

【
八
王
子
・
書
記
・
吉
田
誠
通

信
員
】
八
王
子
支
部
は
、
4
月
11

日
に
八
王
子
労
政
会
館
に
て
第
53

回
支
部
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

も
と
で
最
終
的
に
規
模
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は

よ
り
組
合
民
主
主
義
を
反
映
で
き

る
規
模
を
め
ざ
し
、
ホ
ー
ル
に
て

73
人
の
参
加
で
行
な
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
来
賓
の
丸
山
本
部
副

委
員
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

冒
頭
の
矢
吹
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
で
、
組
織
の
拡
大
に
つ
い
て
は

「
最
高
現
勢
か
ら
第
2
位
の
と
こ

ろ
ま
で
き
た
の
で
、
今
年
こ
そ
は

昨
年
達
成
で
き
な
か
っ
た
春
の
拡

大
を
や
り
き
り
、
最
高
現
勢
を
め

ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
皆
様
の
お
力
を
お
貸
し
く

だ
さ
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
半
日
開
催
の
た
め

分
散
会
を
実
施
せ
ず
、
全
体
会
の

み
と
な
り
ま
し
た
が
、
活
動
報

告
、
方
針
が
す
べ
て
提
案
さ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
矢
吹
一
幸
。
副
委
員
長
・
塩
野

明
彦
。
書
記
長
・
久
保
哲
也
。
書

記
次
長
・
大
野
克
宏
、
伊
藤
仁
、

坂
入
淳
。

【
多
摩
・

稲
城
・
書
記

・
永
田
厚
生

通
信
員
】
多

摩
・
稲
城
支

部
は
4
月
11

日
、
第
53
回

定
期
大
会
を

京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
多
摩

に
て
開
催
し

ま
し
た
。
昨

年
は
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
緊

急
事
態
宣
言

の
た
め
、
各
代
議
員
へ
大
会
議
案

を
事
前
に
郵
送
し
、
承
認
の
確
認

を
と
る
異
例
の
対
応
と
な
り
ま
し

た
。今

大
会
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
う

け
な
が
ら
も
感
染
防
止
対
策
の
徹

底
、
代
議
員
数
を
絞
る
な
ど
の
対

策
を
講
じ
、
半
日
で
は
あ
り
ま
す

が
無
事
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
代

議
員
は
総
勢
54
人
、
2
0
2
0
年

度
の
決
算
、
2
0
2
1
年
度
の
方

針
・
予
算
・
新
役
員
体
制
等
い
ず

れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

代
議
員
か
ら
は
組
合
に
対
す
る

熱
い
思
い
が
語
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
結
集
す
る
こ
と
の
重

要
性
と
仲
間
の
団
結
を
改
め
て
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
櫻
井
潤
。
副
委
員
長
・
綿
引
一

茂
、
大
里
輝
男
。
書
記
長
・
三
橋

誠
。
書
記
次
長
・
鈴
木
寛
次
。
4

役
待
遇
・
丸
山
篤
義
。

【
江
東
・
書
記
・
実
川
英
治
通

信
員
】
4
月
11
日
、
江
東
支
部
会

館
に
て
、
第
66
回
定
期

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
半
日
開
催

で
、
参
加
は
各
分
会
か

ら
の
代
表
者
1
人
、
役

員
や
準
備
委
員
、
書
記

局
と
、
合
わ
せ
て
61
人

と
な
り
ま
し
た
。

大
木
栄
一
執
行
委
員

長
の
あ
い
さ
つ
後
、
基

調
報
告
で
は
前
年
度
の

支
部
の
活
動
を
振
り
返

る
総
括
、
建
設
産
業
な

ど
を
め
ぐ
る
情
勢
、
そ

し
て
今
年
度
の
活
動
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
決
算

報
告
と
予
算
案
も
提
起
さ
れ
、
基

調
報
告
と
併
せ
承
認
さ
れ
ま
し

た
。役

員
の
改
選
で
は
、
冨
樫
康
弘

さ
ん
が
新
し
い
委
員
長
に

選
出
さ
れ
、
そ
の
他
の
支

部
役
員
に
つ
い
て
も
新
た

な
顔
ぶ
れ
を
含
め
、
一
人

の
欠
員
も
出
す
こ
と
な
く

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

今
大
会
で
4
人
の
役
員
が

退
任
し
、
代
表
し
て
、
副

委
員
長
を
務
め
て
い
た
佐

伯
克
利
さ
ん
か
ら
、
退
任

の
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。

委
員
長
・
冨
樫
康
弘
。
副

委
員
長
・
野
田
智
文
、
菅

野
元
淑
、
花
岡
康
雄
。
書
記
長
・

実
川
英
治
。
書
記
次
長
・
村
瀬
健

一
郎
、
伊
藤
忠
。

２
７
０
０
人
め
ざ
す

町田

分
会
間
の
格
差
是
正
す
る

め
ざ
せ
最
高
現
勢

八王子

結集と団結強める
コロナ禍続く中でも

今
春
の
拡
大
は
必
ず
達
成

髙
木
新
委
員
長
に

日野

５０
周
年
に
新
会
館
を
展
望

多
摩
・
稲
城

八
王
子
、日
野

多
摩
・
稲
城
、町
田

多
摩
南
ブ
ロ
ッ
ク

多
摩
南
ブ
ロ
ッ
ク

江東ブロック江東ブロック

１２年ぶり実増確信に
産業民主化運動の前進

墨田、江東、江戸川

役員顔ぶれ揃う
新委員長は冨樫さん

委
員
長
に
藤
川
さ
ん

墨田

仕
事
と
暮
ら
し
守
り
ぬ
く

江
戸
川

江
東


